
平成２６年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容 平成26年10月20日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 鈴鹿市

対談項目１
防災分野における男
女共同参画の推進に
ついて

（１）男女共同参画の
視点を入れた避難所
運営マニュアル作成の
推進
・多様なニーズに配慮
した避難所運営を目指
して

避難所には様々な方が避難してこられる
ので、それぞれの固有のニーズを把握し
て、少しでも安心して避難所生活を過ごし
ていただけるような体制を作りたい。県で
は、国に先んじて、男女共同参画の視点か
ら避難所運営マニュアル策定指針の改定や
マニュアルの基本モデルを発表されてお
り、県が作成したマニュアルをもっと広め
ていただいて、各市町がそれぞれの地域の
特性にあった避難所運営マニュアルを作っ
ていきたい。

三重県の地域防災総合事務所や防災技術
専門員を派遣して出前トーク等を行い、地
域への普及を行っている。また地域減災
力・強化推進補助金を活用し、財政支援、
実施支援を行っているのでご活用いただき
たい。
市町も頑張るが、地域に密着した運営を
地域の皆さんに考えていただきたいので、
よろしくお願いしたい。

2 鈴鹿市

対談項目１
防災分野における男
女共同参画の推進に
ついて

（１）男女共同参画の
視点を入れた避難所
運営マニュアル作成の
推進
・地域住民の協働によ
る自主的な運営につ
いて

地域住民の自助・共助がなければ安全で
安心な避難所運営は実現できない。男女共
同参画の視点を持った地域リーダーの人材
育成に早急に取り組んでいかなければいけ
ないと考えている。県が開催していただい
ている人材育成講座にできるだけ市民の皆
様が参加しやすいように情報提供を行って
いきたい。

三重県男女共同参画センターにおいては
平成２４年度から防災を切り口として地域
リーダー養成講座を開催し、平成２５年度
は「男女共同参画の視点での避難所運営」
について考える内容で、避難所運営をシ
ミュレーションしている。その結果を「男
女共同参画の視点からの災害発生時におけ
る施設職員対応モデルおよび施設避難所活
用モデル」としてとりまとめたので、鈴鹿
市でも活用できるのではないかと思う。平
成２６年度も男女共同参画の視点から講座
を開催し自治会や自主防災組織で活動され
る方が多数参加されている。
男女両方の地域のリーダーを養成してい
くことを市町と連携して取り組んでいきた
い。
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

3 鈴鹿市

対談項目１
防災分野における男
女共同参画の推進に
ついて

（２）女性に視点をおい
た防災拠点としての男
女共同参画センターの
活用について

県内５つの男女共同参画センターを、防
災分野における男女共同参画を推進する拠
点として位置づけてはどうか。また、役割
として、地域に開設された避難所への助言
や、一般的な避難所では受け入れが難しい
ケースの対応など、男女共同参画センター
が核となり、連携できるような体制づくり
ができればと構想しているが、いかがか。

連携をして男女共同参画センターを拠点
にしていくのは重要なことと考えている
が、まずは平時においてどういう連携、情
報交換、レベルアップができるのかをして
いきたい。
センター自体を避難所にするよりは、セ
ンターのおかれている状況によるが、様々
な地域にある避難所の支援や難しいソフト
の対策、相談窓口、センターがない地域へ
の支援などをご検討いただくのがいいかと
思う。
丁寧にきめ細やかに対応していくソフト
的なセンターになるのがいいかと思う。

4 鈴鹿市

対談項目２
障がい者の就労のあ
り方・障がい理解につ
いて

障がい者の雇用率に
ついて

障がい者の雇用率については非常に厳し
い状況にあり、民間企業の法定雇用率が
２．０％だが、三重県は１．６％、鈴鹿管
内は１．８３％である。障がい者の雇用率
があがるよう行政として取組を行いたい。

実雇用率を上げることだけが目標ではな
いが、一つの指標ではあるので、結果とし
て数値をあげるために、障がい者の雇用を
進めていかなければならないと考えてい
る。
昨年は１１月の障がい者雇用率の公表の
際に、三重労働局長と連名で、１．６％か
ら１．７％になるようプランを公表した。
私もまだ雇用率を達成していない企業を訪
問したりして改善に努めている。
また、三重県障がい者雇用推進協議会と
いう有識者会議を立ち上げて、障がい者の
雇用を応援する。これには鈴鹿市長にも市
長会の代表として委員へのご就任をお願い
しているところ。
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